
地
元
第
３
部
は
倉
掛
夏
目
両

自
治
連
合
会
役
員
を
は
じ
め
、

井
原
分
団
関
係
者
や
Ｏ
Ｂ
ら
を

招
い
て
午
前
６
時
、
塚
原
一
徳

部
長
が
機
庫
前
で
「
無
火
災
を

目
指
し
て
消
防
活
動
に
精
進
し

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

午
前
７
時
よ
り
井
原
小
学
校

体
育
館
で
井
原
分
団
の
式
典
、

同
10
時
か
ら
は
井
原
市
民
会
館

で
市
団
の
式
典
に
臨
ん
だ
。

午
後
１
時
ご
ろ
よ
り
、
井
原

町
向
町
の
小
田
川
河
川
敷
で
、

地
元
住
民
や
井
原
学
区
防
火
ク

ラ
ブ
の
少
年
団
員
ら
が
見
守
る

中
、
一
斉
放
水
を
披
露
。
こ
の

日
は
強
い
西
風
が
吹
い
た
こ
と

か
ら
、
鮮
や
か
な
３
色
放
水
は

見
物
人
や
付
近
の
住
宅
へ
の
影

響
を
考
慮
し
て
中
止
さ
れ
た
。

昨
年
２
月
27
日
に
夏
目
地
内

で
発
生
し
た
民
家
火
災
に
続
い

て
、
今
年
は
１
月
29
日
午
後
５

時
25
分
ご
ろ
、
倉
掛
18

－

３
組

の
鉄
骨
ス
レ
ー
ト
葺
き
食
品
倉

庫
か
ら
出
火
し
た
。
消
防
署
や

井
原
分
団
第
３
部
ら
が
緊
急
出

動
し
て
消
火
に
当
た
っ
た
が
、

約
１
１
５
平
方
ｍ
を
全
焼
。
午

後
６
時
５
分
に
鎮
火
し
た
。

第
３
部
の
関
係
者
ら
は
「
火

の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

サ
ン
サ
ン
リ
ビ
ン
グ
い
ば
ら

楽
寿
（
下
出
部
町
）
で
暮
ら
し

て
い
る
大
正
８
年
生
ま
れ
の
倉

掛
15

－

１
組
田
中
真
佐
枝
さ
ん

が
満
百
歳
を
迎
え
２
月
20
日
、

同
施
設
で
親
族
や
大
舌
勲
市
長

を
交
え
祝
う
会
を
開
い
た
。

翌
21
日
に
は
、
倉
掛
自
治
連

合
会
の
谷
和
政
会
長
と
細
羽
正

敏
民
生
児
童
委
員
、
弊
紙
の
渡

辺
研
一
編
集
長
が
訪
問
し
「
お

元
気
で
百
歳
を
お
迎
え
に
な
り

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

述
べ
長
寿
を
祝
っ
た
。

真
佐
枝
さ
ん
と
次
女
美
代
さ

ん
は
「
倉
掛
地
区
の
皆
さ
ま
に

は
お
世
話
に
な
り
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
し
な
が
ら

約
30
分
間
、
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
た
。

◇

◇

左
記
は
、
短
歌
が
趣
味
だ
っ

た
真
佐
枝
さ
ん
と
、
次
女
美
代

さ
ん
が
詠
ん
だ
歌
。
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「
郷
社
の
巨
木
を
適
当
な
高
さ

に
切
る
半
伐
採
を
行
っ
た
場

合
、
そ
の
総
費
用
は
約
五
百
万

円
…
。
神
苑
に
は
現
在
、
サ
ク

ラ
や
ク
ス
ノ
キ
、
ス
ギ
、
カ
シ

な
ど
42
本
の
木
々
が
…
。
大
量

の
落
ち
葉
清
掃
は
草

取
り
と
と
も
に
大
き

な
負
担
…
」

以
上
、
倉
掛
新
聞

の
前
号
で
郷
社
に
つ

い
て
紹
介
し
た
記
事

の
一
節
で
す
。

数
年
前
、
芳
井
の

あ
る
神
社
で
巨
木
が

倒
れ
、
鳥
居
や
建
物

が
壊
れ
ま
し
た
。

業
者
に
見
積
り
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
倒
木
の
除

去
に
２
百
万
円
、
鳥
居
再
建
に

百
万
円
な
ど
、
計
４
百
万
円
が

必
要
と
分
か
り
、
地
元
約
60
軒

の
人
び
と
は
ビ
ッ
ク
リ
。

鳥
居
を
木
か
塩
ビ
管
で
造
る

応
急
処
置
案
も
出
た
そ
う
で
す

が
「
将
来
に
引
き
継
げ
る
石
の

鳥
居
を
造
る
べ
き
」
と
い
う
若

者
の
ひ
と
声
で
話
し
合
い
の
空

気
は
一
変
。
住
民
は
奮
起
し
、

皆
で
費
用
を
捻
出
し
て
立
派
な

氏
神
様
の
鳥
居
を
再

建
し
た
そ
う
で
す
。

課
題
解
決
は
い
ま

生
き
て
い
る
人
た
ち

に
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
過
去
に
は
無
論

さ
か
の
ぼ
れ
ず
、
未

来
に
禍
根
を
残
す
無

策
は
賢
明
と
申
せ
な

い
の
で
は
…
。

有
史
以
来
千
二
百

年
の
文
化
遺
産
・
郷

社
足
次
山
神
社
の
土
地
１
４
６

０
坪
は
、
倉
掛
夏
目
地
区
民
の

共
有
財
産
で
す
。
今
後
と
も
維

持
管
理
へ
の
ご
理
解
と
ご
支

援
、
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

部 長 塚原 一徳（夏目）

副部長 増成 智也（夏目）
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団 員 三嶋 紀之（倉掛）

団 員 翁 良輔（夏目）

団 員 笠原 慶一（倉掛）
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第
３
部

部
長
に
塚
原
さ
ん

井

原

市

消

防

出

初

式

２
年
続
き
で
建
物
火
災

第
３
部
管
内

平成３１年井原市消防出

初式が１月２０日に挙行さ

れ、井原分団第３部も各行

事に参加し、防災活動への

認識を新たにした。

郷社は共有財産

足 次 山 神 社 総 代 会

維持管理にご理解を

第
３
部
機
庫
前
で
＝
１
月
20
日
撮
影

少
年
団
も
放
水
見
学

倉
掛
15

の
１
組

歳１００祝

第 ３ 部 団 員 名 簿

左から谷和政倉掛自治連合会長、田中真佐枝さ
ん、細羽正敏民生児童委員

「
わ
が
庭
に

蕗
の
と
う
三
つ

伸
び
そ
め
ぬ

近
づ
く
春
に

心
明
る
む
」
田
中
真
佐
枝

明
日
の
友
・
平
成
26
年

２
０
９
号
佳
作

「
福
寿
草

咲
き
し
古
家
の

柿
の
枝
に

母
を
祝
ひ
て

小
さ
き
鳥
来
る
」
田
中
美
代

（
家
の
情
景
を
詠
ん
だ
次
女
美

代
さ
ん
が
、
母
の
百
歳
の
誕
生

日
に
贈
っ
た
一
句
）



皆
勤
者
表
彰
に
続
い
て

退
団
式
に
入
り
、
山
成
秀

峰
会
長
が
「
卒
団
お
め
で

と
う
。
中
学
校
へ
進
学
さ

れ
て
も
倉
掛
少
年
団
で
培

っ
た
友
情
・
秩
序
・
奉
仕

の
精
神
を
忘
れ
ず
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
本
年
度

は
重
大
な
災
害
が
あ
っ
た

り
と
、
忘
れ
ら
れ
な
い
１

年
と
な
り
ま
し
た
が
、
会

長
職
を
全
う
で
き
た
の
も

皆
さ
ま
の
協
力
の
お
か
げ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」

な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
次
年
度
団
長
の

新
谷
未
遥
さ
ん
が
「
６
年
生
の

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
、
退
団
す
る
男
子
４
人
が
キ

ャ
ン
プ
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
、
資

源
回
収
、
祭
り
な
ど
の
思
い
出

や
、
助
け
合
い
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
た
作
文
を
読
み
上
げ

た
。入

団
式
で
は
次
年
度
を
率
い

る
新
谷
泰
規
育
成
会
長
が
「
新

入
団
員
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
よ

い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。
育
成
会
の
皆
さ
ま

に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
述
べ
、
新
三
役
と
も
ど

も
協
力
を
求
め
た
。
入
団
す
る

３
年
生
６
人
に
真
新
し
い
団
帽

が
授
与
さ
れ
、
全
員
で
誓
い
の

言
葉
を
唱
和
し
閉
式
。
記
念
撮

影
後
、
全
員
で
福
山
へ
ボ
ー
リ

ン
グ
に
出
か
け
、
親
子
で
楽
し

い
１
日
を
過
ご
し
た
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
が
２
月
21
日
、
つ
ど

え
～
る
で
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を

開
き
、
30
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
渡
辺
照
子
会
長
が
、

「
き
ょ
う
は

芳
井
語
り
の

会
・
で
ん
で
ん
む
し

の
方
々

を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
て
の
交

流
会
で
す
。
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
語
り
の
会
の
三
氏
が

昔
懐
か
し
い
民
話
な
ど
を
情
感

た
っ
ぷ
り
に
語
る
と
、
皆
の
心

は
ほ
っ
こ
り
。
演
目
ご
と
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
講
師

と
タ
イ
ト
ル
は
次
の
と
お
り
。

●
高
橋
鉄
雄
氏
「
ぶ
つ
」
「
旅

学
問
」

●
田
中
義
明
氏
「
大
黒
様
の
お

か
げ
」
「
ご
う
た
ろ
う
」

●
田
中
美
鈴
氏
「
大
食
い
女

房
」
「
嫁
起
こ
し
鳥
」

健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図

る

ぼ
っ
け
え
体
操

が
毎
週

金
曜
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
つ

ど
え
～
る
で
行
わ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
向
け
の
体
操
（
約
40

分
）
で
、
手
足
に
軽
い
お
も
り

を
付
け
る
手
軽
な
筋
力
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
詳
し
く
は
細

羽
正
敏
民
生
児
童
委
員
へ
。
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3/ 1  郷社清掃日
3/ 3  井原分団第３部試運転日

3/ 9  倉掛自治会決算総会
3/12  井原中学校卒業式

3/16  協働のまちづくりフェスタ
橋本大二郎氏講演会

3/17  欅の杜・杜の市 （門田町）

3/20  ＮＰОあんしん講演会
「地域の防犯対策」つどえ～る

3/22  井原小学校卒業式
3/26  市内小中学校修了式

3/31  郷社一斉清掃＆大祭準備
4/ 4  郷社まつり

4/ 4  倉掛少年団郷社清掃
4/ 7  井原分団第３部試運転日

4/ 7  井原桜まつり
桜ウオーキングほか

4/13  倉掛自治会予算総会
- - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

毎
日
私
は
長
距
離
通
勤
を
し
て
い
ま

す
が
、
運
転
マ
ナ
ー
の
悪
い
人
が
目
に

つ
き
、
怖
い
場
面
に
遭
遇
し
ヒ
ヤ
ッ
と

す
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。
車
線
変

更
の
合
図
な
し
、
強
引
な
割
り
込
み
・

あ
お
り
運
転
・
信
号
無
視
・
歩
行
者
の

危
険
な
横
断
等
々
で
す
。

つ
い
最
近
も
、
隣
り
車
線
の
高
齢
の

女
性
が
い
き
な
り
ウ
イ
ン
カ
ー
を
つ

け
、
車
線
変
更
を
し
て
私
の
前
に
割
り

込
み
ぶ
つ
か
り

そ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の

人
は
気
づ
か
ず

何
事
も
な
か
っ

た
よ
う
に
走
り

去
り
ま
し
た
。

毎
日
の
よ
う

に
高
齢
者
運
転

の
悲
惨
な
交
通
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
私
も
そ
の
年
齢
に
近
づ
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。
少
し
で
も
長
く
現
役
生
活
を

続
け
た
い
の
で
、
健
康
に
気
を
つ
け
安

全
運
転
を
心
掛
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
皆
様
も
運
転
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

※つどえ～るカフェ（祝日休み）

金曜日＆日曜日10:00～15:00

※つどえ～る金曜朝市

金曜日10:15～15:00

倉掛パソコンクラブが超初級レベル

のパソコン講座を開催します。

スイッチの入れ方や文字入力、イン

ターネットの体験などが主体です。

指導者はボランティア。専門の講師ではありま

せんが、親切丁寧をモットーに教える方も教わる

方も「できなくて当たり前」という気持ちで取り

組んでいただけるお手軽な住民講座です。

＜ 募 集 内 容 ＞

■ と き ３月の土曜日・日曜日

■ 会 場 つどえ～る

■ 受講費 １回５００円（教材費＆飲物等）

■ 申込先 つどえ～る事務局（電話 62-9090）

※詳しくは電話でお尋ねください。

■ その他 ①つどえ～るの貸出パソコン有り。

個人持込可。

②土曜教室１３：３０～１５：３０

日曜教室 ９：３０～１１：３０

運転マナー

倉

掛

少

年

団

入

退

団

式

コい
ーき
ナい
ーき

平
成
30
年
度
最
後
の
行
事
と
な
る
倉
掛
少
年
団
入
退
団
式

が
つ
ど
え
～
る
で
２
月
10
日
、
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
小

学
生
と
そ
の
家
族
ら
約
50
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。

倉掛自治連合会

消防環境部長 関戸 啓二

倉 掛 ほ っ と 情 報

倉掛山岳同好会

倉掛山岳同好会では２００８年以来、１

１年ぶりに富士登山を計画い

たしました。ご検討いただき

奮って参加くださいますよう

ご案内申し上げます。

◇ ◇

８月４日

井原(22:00)→笠岡IC⇒静岡県御殿場IC→

８月５日

ジョナサン御殿場インター店(7:00 朝食)

→富士浅間神社参拝(8:30)→須走口５合目

…登山（途中昼食）…胸突江戸屋（15:30

本８合目山小屋泊 3370ｍ）

８月６日

胸突江戸屋発(6:00)…富士山山頂（8:00

3776ｍお鉢巡り)…下山…須走口５合目→

須走温泉天恵(入浴昼食)→御殿場IC⇒

ＳＡにて夕食⇒笠岡IC→井原（23:30）

会 費：大人 ４８，０００円

申 込：申込書と申込金１万円をつどえ～

る（渡辺）へ。

その他：天候等で変更中止の場合あり。

連絡先 090-7890-6299（渡辺）

090-2005-5265（山本）

チャレンジ富士登山

昔話にほっこり
サロンあすは交流会
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２月のサロン交流会＝つどえ～る


